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第 52 回通常総会終了のご報告と 2021 年度体制のご案内 
 

 

2021 年 6 月 22 日（火）に開催しました当連合会の第 52 回通常総会は、おかげさまをもちまして、

総会のすべての議案が原案通り可決承認されました。私たちを取り巻く情勢は、新型コロナウイル

スへの対応や新しい生活様式の定着を含め、いまだに先が読めない不安定な状況でございますが、

会員生協間の連帯を強め、組合員の信頼に応えるように取り組んでまいる所存でございます。 
  なお、2021 年度体制を下記のとおりとしました。今後とも、一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。 
 

【2021 年度体制】 
役 名 氏 名 所属生協・役職等 

会長理事・代表理事 冬 木 勝 仁 
みやぎ生協理事長、東北大学生協理事長、 

東北大学大学院教授 

副会長理事 大 越 健 治 みやぎ生協専務理事 

副会長理事 若 栁 恒 太 郎 東北大学生協専務理事 

専務理事・代表理事 野 崎 和 夫 宮城県生協連専務理事（員外） 

常務理事 加 藤 房 子 宮城県生協連常務理事（員外） 

常務理事  渡 辺 淳 子 宮城県生協連常務理事（員外） 

理 事     石 川 宣 子 みやぎ生協地域代表理事 

理 事   伊 藤 惠 仁 宮城県高齢者生協副理事長 

理 事  【新任】 尾 本 満 雄 みやぎ仙南農協常務理事 

理 事   佐 藤 洋 志 
東北学院大学生協専務理事・東北工業大学生

協専務理事・尚絅学院大学生協専務理事 

理 事   佐 藤 良 治 松島医療生協専務理事 

理 事    佐 藤 由 紀 子 弁護士（員外） 

理 事 高 橋 千 佳 生協あいコープみやぎ理事長 

理事   【新任】 藤 巻 正 之 大学生協事業連合常務理事 

理 事   増 田 昌 彦 宮城労働者共済生協専務理事 

監 事 小 山 茂 樹 みやぎ県南医療生協専務理事 

監 事      熊 沢 由 美 東北学院大学教授（員外） 

監 事     田 中 康 治 
宮城教育大学生協専務理事・大学生協みやぎ

インターカレッジコープ専務理事 

顧 問 芳 賀 唯 史 宮城県生協連元会長理事、みやぎ生協顧問 

顧 問 齋 藤 昭 子 宮城県生協連元会長理事、みやぎ生協顧問 

 

 

佐久間徹夫理事（みやぎ仙南農協）、佐藤和之理事（大学生協事業連合）は、退任いたしました。 
この間のご厚誼に感謝いたします。 

 



 
 
 
 

 

創立 50 周年を迎えて 

     宮城県生協連理事  佐藤 良治 

          （松島医療生活協同組合専務理事） 

 

 

            

本年、松島医療生活協同組合

は創立 50 周年という記念すべ

き節目の年を迎えます。幾度も

の苦難や、社会環境が目まぐる

しく変化するこの時代に、半世

紀という長い歴史を歩んでこら

れたのは、ひとえに皆様方のご

支援の賜と深く感謝し厚くお礼

申し上げます。 
 
診療所の開設は、地域の人々

の悲願でした。松島海岸地域の

人々とそれを支援する人々が、

何度も集まって熱く語り合いま

した。坂総合病院の協力を受け

て、「無料血圧測定会」を町内各

地で実施し、「診療所を自分たち

の手でつくろう」という運動に

発展し、1971 年に松島医療生協

の設立を決定、現在地に松島海

岸診療所を建設しました。 
地域の人々の悲願であり、協

力によって誕生した松島医療生

活協同組合は、50 年間という時

代の移り変わりと共に、幾多の

困難がありました。 

特に東日本大震災では職員・

利用者さんが亡くなり、施設・

医療機器も壊滅的な被害を受け、

事業継続は困難と思われました。 
そうした中、「地域の健康を守

る松島医療生協の灯は消さない」

という熱い思いで、たくさんの

支援をいただきました。 
幾多の困難や甚大な被害を受

けても乗り越えられたのは、宮

城県生活協同組合連合会、日本

医療福祉生活協同組合連合会、

全日本民主医療機関連合会から

の多大なる支援と、組合員さん

の協力で松島医療生協を支えて

いただいたおかげです。 
組合員さんは事業継続が困難

になった時、脱退しないばかり

か出資金を増資していただきま

した。組合員さん宅に訪問した

時、沢山の激励の言葉と勇気を

いただきました。「何としても再

建復興しなくてはならない」と、

理事・職員の心がひとつになり

ました。 
 

医療生協は一般企業とは違い

ますが、「企業寿命 30 年説」が

ある中で 50 周年を迎える事が

出来たのは、支援していだだい

た皆さんの大きな力によるもの

です。 
感謝の想いを常に忘れず、医

療生協の施設のない地域（支部）

でも、「健康チャレンジ」「医療

生協らしい地域包括ケア」に取

り組み、医療・介護・福祉の事

業と運動を通して、「誰もが住み

慣れた地域で安心して暮らし続

けたい」という願いを、支えて

いただいた皆さんと共に取り組

んでいきたいと思います。 
 

県連役員エッセイ 



  

 
 
● 宮城県生協連第 51 回総会（2020 年度）第 2回監事会報告 

 
第 2 回監事会は、5 月 18 日

（火）午前 11 時 30 分よりフォ

レスト仙台 5 階会議室において

開催し、監事 3 人（内、1 人 WEB
参加）、理事 3 人、事務局 2 人が

参加しました。 

 小山茂樹監事会議長により、

議事がすすめられました。 
野崎和夫専務理事より、2020

年度（2020.4.1～2021.3.31）決

算関係書類及び理事の業務執行

状況等について報告があった後、

①決算関係書類及び事業報告書

並びにこれらの附属明細書の監

査と監査報告書作成の件、②

2021 年度監事報酬の件、③総会

議案書調査の件について、協議、

実施しました。 
 
● 宮城県生協連第 51 回総会（2020 年度）第 5回理事会報告 

 

第 5 回理事会は、5 月 18 日

（火）午後 1 時 30 分よりフォレ

スト仙台 5 階会議室において開

催され、理事 13 人、監事 3 人、

顧問 2 人が参加しました。（内、

理事 3 人、監事 1 人が WEB 参

加） 
議長に冬木勝仁会長理事を選

任し、議事に入りました。 
【議決事項】 

第 52 回通常総会議案決定の

件について、野崎和夫専務理事

より提案があり、可決承認され

ました。 
【協議事項】 

東京電力福島原子力発電所事

故を受けての放射能汚染、原発

問題等への取り組み方針の改訂

及び福島原発処理水放出に関す

る対応の件について野崎和夫専

務理事より、第 42 回宮城県生協

組合員集会開催準備の件につい

て加藤房子常務理事より提案が

あり協議しました。 
【専務理事専決事項の報告】 

2020 年度冬灯油精算価格決

定の件、2021 年度夏灯油暫定価

格決定及び変更の件について、

野崎和夫専務理事より専決した

ことの報告があり、全員異議な

く了承しました。 
【報告事項】 

1．東日本大震災復旧・復興関連、

新型コロナウイルス感染症に

関連する取り組み及び新型コ

ロナの影響が大きい大学生協

の経営状況について、出席し

た理事より報告がありました。 
2．2020 年度第 2 回監事会報告

について田中康治監事より報

告があり、全員異議なく了承

しました。 
3．協同組合こんわ会の活動、

NPO 法人消費者市民ネット

とうほくの活動、その他につ

いて野崎和夫専務理事より報

告があり、全員異議なく了承

しました。 
4．平和・憲法 9 条関連、消費者

行政の充実強化をすすめる懇

談会みやぎの活動、消費税率

引き上げをやめさせる活動等

について加藤房子常務理事よ

り報告があり、全員異議なく

了承しました。 
5．NPO 法人介護・福祉サービ

ス非営利団体ネットワークみ

やぎの活動について渡辺淳子

常務理事より報告があり、全

員異議なく了承しました。 
【文書報告事項】  

生協連活動報告、行政・議会

関連報告、各種委員・共催・後

援依頼・広告協賛等について、

文書により報告があり、全員異

議なく了承しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮城県生協連の活動 

《2021年度夏配達灯油暫定価格変更》 

6 月 7 日(月) 配達分から「お任せ給油暫

定価格を 1 ㍑当り税込 2.0 円（1 缶税込 36.0

円）」値上げ変更し、さらに、7月12日(月) 配

達分から「お任せ給油暫定価格を 1 ㍑当り税

込 5.0 円（1 缶税込 90.0 円）」値上げいたしま

す。                   

配達期間 1 缶 18 ㍑ 1 ㍑ 

4/26～6/4 1,656 円 92.0 円 

6/7～7/9 1,692 円 94.0 円 

7/12～9/24 1,782 円 99.0 円 

※原油価格上昇にともない、国内卸価格が

前回の夏灯油暫定価格値上げ提案時よ

り、1 ㍑当たり 4.5 円（税込 4.95 円）の値上

がりとなっています。 

 （税込） 



採決の様子 

  

 
 
● 宮城県生協連「第 52 回通常総会」報告 

 
6 月 22 日（火）午前 10 時 30

分よりフォレストホールにて、

「第 52 回通常総会」を開催しま

した。本人出席 12 人、書面議決

書出席 31 人、合計 43 人の代議

員が出席しました。コロナ禍と

いうこともあり、規模を縮小し

時間も短縮して開催しました。 
佐藤洋志理事より成立が宣言

され、議長に宮城労働者共済生

協の代議員佐々木雅彦さんが推

薦、選出されました。 
はじめに、冬木勝仁会長理事

から挨拶がありました。 
議案は、第 1 号議案「2020 年

度事業報告承認の件」、第 2 号議

案「2020 年度決算関係書類等承

認の件」、第 3 号議案「定款の一

部変更の件」、第 4 号議案「会費

規約の一部変更の件」、第 5 号議

案「役員補充選任の件」、第 6 号

議案「2021 年度役員（理事・監

事）報酬決定の件」、第７号議案   

「2021 年度事業計画および予

算決定の件」を、野崎和夫専務

理事から一括して提案しました。 
会員生協 4 人の代議員から、

発言がありました。みやぎ生協

の藤本富江代議員から「西多賀

子ども食堂への支援について」、

生協あいコープみやぎの藤田紀

子代議員から「『2025 年ビジョ

ン』と地域循環型畜産について」、

松島医療生協の三浦久恵代議員

から「健康チャレンジの取り組

みについて」、東北大学生協の佐

藤優之介代議員から「コロナ禍

で工夫した事業活動と組織活動

について」発言がありました。 
その後、採決に入り、提案さ

れた全議案が満場一致で可決さ

れました。みやぎ生協の吉原直

美代議員より総会決議が提案さ

れ、満場の拍手で採択されまし

た。（後掲） 
閉会挨拶を、若栁恒太郎副会

長理事が行い終了しました。 
 
● 宮城県生協連第 52 回総会（2021 年度）第１回理事会報告 

 

第 1 回理事会は、6 月 22 日

（火）午前 11 時 50 分からフォ

レストホールにおいて開催し、

理事 14 人、監事 3 人、顧問 1
人が参加しました。（内、理事 2
人、監事 1 人が WEB 参加） 
【議決事項】 

①2021 年度役員報酬額決定

について、②2021 年度宮城県生

協連会費額決定について、野崎

和夫専務理事から提案があり、

承認可決しました。なお、新型

コロナウイルス感染症により事

業影響の大きい会員の会費は、

減免することとしました。 
【報告事項】 

1．第 42 回宮城県生協組合員集

会開催準備報告について加藤

房子常務理事より報告があり、

全員異議なく了承しました。 
2．アルプス処理水海洋放出に反

対する署名活動報告について、

野崎和夫専務理事から報告が

あり、全員異議なく了承しま

した。 
3．NPO 法人介護・福祉サービ

ス非営利団体ネットワークみ

やぎの活動報告について渡辺

淳子常務理事より報告があり、

全員異議なく了承しました。 
【文書報告事項】 

 行政・議会関連報告、各種委

員の推薦、共催・後援依頼、広

告協賛等について文書により報

告があり、全員異議なく了承し

ました。 
 

宮城県生協連の活動 

冬木勝仁会長理事の挨拶 



生産者応援募金贈呈式 

  

  

   
 
● 涌谷町と「災害時における応急生活物資の供給協定」を締結 

 

みやぎ生協は「誰もが安心し

てくらせる地域づくり」に向け、

涌谷町と「災害時における応急

生活物資の供給協定」を締結し、

5 月 13 日（木）に涌谷町役場で

締結式を執り行いました。 
この協定は、涌谷町内に地震、

風水害、その他自然災害が発生

した際、被災者に対し迅速かつ

円滑に物資を供給し、住民生活

の安定を図ることを目的として

います。 
災害時には、涌谷町の要請を

受け、おにぎりやパンといった

食料品のほか、日用品などもお

届けします。 
みやぎ生協の県内自治体との

災害時の物資供給協定は、今回

の涌谷町との締結で 25 自治体

目となります。 

今後も誰もが安心して暮らせ

る地域づくりを推進することを

目的に、多くの自治体との協定

締結を目指していきます。 

●「第 40 回通常総代会」 

 

6 月 16 日（水）「第 40 回通

常総代会」を、みやぎ生協文化

会館ウィズにて開催しました。

新型コロナウイルス感染拡大の

影響を受け、実出席 17 人、書面

出席 1,032 人、合計 1,049 人の

参加でした。 
総代会に先立ち、5 月 26 日～

6 月 3 日にかけて、宮城県内（福

島県内は感染状況から中止）45
カ所で地区別総代会議を開催し、

642 人の総代が参加しました。 
また、会議参加に不安のある

方を考慮し、資料配布と共に総

代会議案書の内容をまとめた動

画を YouTube で総代の皆さん

へ配信しました。 
総代会では、5 つの議案につ

いて採決され、いずれも賛成多

数（定款変更は 2/3以上の賛成）

で可決承認されました。 
（機関運営部 河端真唯） 

 

●「めぐみ野」梨の生産者に支援金をお渡ししました 

   

黒星病の発生等で 2020 年度

の収穫量が前年の 38％に落ち込

んだ「めぐみ野」梨の生産者を

支援するために、4 月 1 日から 4

月 30 日にかけてメンバー（組合

員）や職員に募金を呼びかけま

した。寄せられた募金は 903,501
円となり、6 月 23 日（水）JA
みやぎ仙南角田営農センターで

募金目録贈呈式を開催しました。 
JA みやぎ仙南角田梨部会部

会長の小野寺喜一さんは、「今

年は 4 月の異常な低温で、霜と

凍結による被害が大きくなって

しまった。キズなどがある商品

を含めても、例年の 2 割程度し

か出荷できないかもしれません」

と話されました。 
「めぐみ野」梨の生産者にと

って 2 年続きで厳しい状況の中、

今後も支援活動を継続していき

ます。 

会員生協だより 

みやぎ生協  

㊧大越専務理事 ㊨遠藤釈雄町長 

採決の様子 

（生活文化部課長 本間賢二） 



問題点やくらしへの影響など学習 

生活アートクラブ 

社長 富士村夏樹さん 

  

  

   
 
● 緊急学習会「宮城県の水道民営化問題について考える」 

 

 5 月 28 日（金）みやぎ生協文

化会館ウィズを会場にオンライ

ンを併用して開催をし、急な呼

びかけにもかかわらず 40 人の

方に参加していただきました。 
6 月議会で水道の運営権を民

間に譲渡するという議案が提出

されようという情勢の中、県民

として何が問題なのかを学び、

自らの地域やくらしについて考

えるきっかけとすることを目的

に開催しました。 
 東日本大震災復旧・復興県民

センター事務局長の小川靜治さ

んと、命の水を守る市民ネット

ワーク・みやぎ代表の佐久間敬

子弁護士を講師に迎え、水道事

業民営化の問題点について学習

しました。民営化すればコスト

削減できるという安易な選択を

行っているということや、水質

が維持されるのか不安との感想

が多く寄せられました。 
コロナ禍の中で世の中がそれ

どころでない状況のもと、この

問題を知らぬ間に押し通そうと

している状況であることが分か

り、黙っていてはいけないとい

うこと、十分に情報を伝え、議

論を尽くす必要性がある問題で

あることを教えていただきまし

た。 
参加したメンバー(組合員)は、

なんとかしなければいけないと

の思いが広がり、その場で呼び

かけられた署名に取り組み、後

日、約 350 筆を送付しました。 
生命の源である水を守ること、

くらしをよりよいものとするた

めに他人事としてはいけない問

題であるということが確認でき

た学習会でした。 

（生活文化部課長 池町江美子）

 
 
 
● オンライン学習会「“雑貨”から見えてくる持続可能な未来」 

 
4 月 14 日（水）エシカル＆エ

コロジーをテーマにしたナチュ

ラルな生活雑貨を取り扱ってい

る「生活アートクラブ」の富士

村夏樹社長を講師に迎え、オン

ライン学習会を開催しました。 
プラスチックの環境汚染や、

除草剤や防虫剤の人体への影響

など、気にはなるけど消費者と

してどうすればよいのか分から

ない、それを解決するヒントを

取り扱う商品を通してお話しい

ただきました。 

富士村さんの冗談を交えた、

でもとても大切な環境に対する

想いを楽しく聞き、2 時間があ

っという間に感じられました。 

プラスチック汚染の問題だけ

でなく、日本の林業を守るため

にも「木」を利用しようという

お話、中でもオーガニックコッ

トン製品（商品）を包装してい

る一見プラスチックに見える包

材が、木材パルプでできている

というお話に驚くとともに、「生

活アートクラブ」の取り組みに

とても感心

しました。 

終了後に、

参加者から

「使ってみ

たい」「購入

します」など

の声が多く寄せられました。 

自分たちが出来ることを考え

ながら、商品を選んでいけたら

と思います。 

（理事 佐藤あきな） 

 

会員生協だより 

みやぎ生協  

生協あいコープみやぎ  



100 円朝食に並ぶ多くの学生たち 

参加者から募金を集めま

した。 ユニセフについての
説明を見る組合員 

  

  

   
 
● 東北大学×東北大生協「学生応援１００円朝食」の取り組み 

 

新型コロナウイルスによる影

響でアルバイト収入が減るなど、

経済的に困難な状況にある学生

の皆さんを支援するとともに、

食習慣を整えて元気に学修に励

んでいただきたいとの思いから、

「100 円朝食」サービスを東北

大学と東北大生協が協力して実

現しました。 
第 1 弾は、5 月 10 日（月）～

21 日（金）の平日に、通常 380
円で提供している定食を 450 食

限定で 100 円で提供しました。 
 通常の朝食営業では 150 人程

度ですが、100 円朝食の実施に

より約 3 倍の方にお越し頂きま

した。この取り組みは、テレビ

や新聞などの各種メディアに多

く取り上げていただきました。 
報道をご覧になった卒業生か

ら、群馬県産三元豚をご寄付い

ただくこととなり、6 月 14 日（月）

から 5 日間、第 2 弾として『学

生応援 100 円朝食～豚肉ウィー

ク～』を実施することができま

した。 
 アンケートでは、普段朝食は

食べていないが 100 円朝食があ

ったので食べるようになった方

も多く、「100 円朝食のおかげ

で早起きする習慣が付き、課題

が順調に終わって１日に余裕が

できました」という嬉しい声も

頂いています。 
今後も東北大学と協力しなが

ら、学生の食を一番に支えられ

る存在でいられるよう尽力して

まいります。 
（専務理事 若栁恒太郎） 

 
 
 
● 総代会で「平和企画」を実施 

 
5 月 26 日（水）に行なわれた

「総代会」の当日企画として、

宮城教育大学生協学生委員会平

和部局が中心となり「平和企画」

を行ないました。 
生協学生委員会内で行なった

平和に関して学ぶ機会である

「平和学習会」の内容を、組合

員にも知ってほしいという思い

のもと、その内容をメインに、

ポスターや動画を展示しました。 
「平和企画」では、経口補水

液ブース、フェアトレードブー

ス、命のメジャーブースの 3 つ

のブースに分けて展

示を行ないました。ま

たそのポスターの中

で、自分たちにできる

こととして、ユニセフ

募金を例として挙げ

ました。組合員の中に

はポスターを見て、募金の簡単

さ、重要さに気づき募金をして

くれる人もいました。 

コロナ禍での対面企画という

ことであまり多くの参加は得ら

れませんでしたが、参加された

皆さんが平和に関して興味を持

ち、行動してくれるきっかけに

なったと思います。また、今回

の企画を来年以降も改善し実行

していく計画です。 
（学生委員会 泉賢太） 

 

会員生協だより 

東北大学生協  

宮城教育大学生協  



  

  

   
 
● ユニセフ国際理解学習会「The future we want〜私たちが望む未来〜」に参加して 

  

5 月 8 日（土）宮城県ユニセ

フ協会で開催したケンタロ・オ

ノさんのオンライン学習会に、7
人の学生が参加しました。 

大学生協では、弁当容器はリ

サイクル容器を使用したり、食

堂の割箸も間伐材を利用したり

と、環境負荷を減らす取り組み

を行っています。 
参加した学生たちも、大学内

で啓蒙活動を行っていますが、

環境負荷を減らすことがなぜ必

要なのか、普段の生活の中では

実感しづらいことも事実です。  
今回の講演学習会は、自分た

ちの意識を変えるべきと感じる

ことができた会でした。 
 今後も、多くの学生が参加で

きる機会を設けたいと思います。 

 

● コープフードバンクの協力でコロナ禍の学生へ支援物資を配布 

 
 宮城県には 8 つの大学生協が

あります。それぞれの大学生協

では、日常的に事業を通して大

学生活支援を行っています。大

学生協では、アルバイトができ

ず収入が減少し困っている大学

生の支援ができないかと、昨年

より考えていました。 
コープ東北事業連合の運営す

るコープフードバンクに七十七

銀行から災害備蓄食料品が 6 月

に寄せられました。 
コープ東北事業連合と宮城県

生協連の協力のもと、コープフ

ードバンクに寄せられた災害備

蓄食料品や他の飲料、マスク、

生理用品等を、大学生への支援

物資として使用させていただく

ことになり、大学生支援に配布

する計画を立てることができま

した。 
3,000 セット分の災害備蓄食

料品等の配布を、それぞれの大

学と協力しながら 7 月中に実施

します。宮城大学生協では、先

輩学生が後輩に配布する計画を

立てています。東北工業大学生

協では大学にご協力いただき、

学内のサポートオフィスで配布

することになりました。 
 コロナ禍で大学生は、非常に

苦しい生活を送っています。オ

ンライン授業でサークル活動は

できず友人が作りづらく、アル

バイト先を見つけるのも困難な

状況です。地域の企業にもご協

力を頂きながら、今後も大学生

を支援していきたいと思います。 
（事務局長 柏倉欣弥） 

会員生協だより 

大学生協東北ブロック  

＜参加した学生の感想＞ 

＊CO₂の排出等、環境への悪影響によって失われてい

く命に関して着目されがちだが、社会が豊かになっ

たおかげで救われた命はどれくらいあるのだろう

か？少なくとも日本で豊かに暮らしている自分たち

は、救われた命に当たるはず。自分たちが救われた

命だということを正しく自覚することで、『もっと救うべ

き命もある』ということに気づけるのでは。(岩手大) 

＊将来自分たちの国や地域がなくなるかもしれない未

来を、子供たちに見せるのですか」という言葉が、心

に響きました。(山形大) 

△学習会のチラシ 

学
生
へ
提
供
さ
れ
る
食
品 



環境のとりくみ 協同のとりくみ 
 

 

 

 
●「アルプス処理水海洋放出に反対するオンライン署名」に取り組んでいます 

 

みやぎ生協・コープふくしま

（正式名：みやぎ生協）、宮城県

漁業協同組合、宮城県生協連、

福島県生協連の 4 者は、東京電

力福島第一原子力発電所の事故

に伴うアルプス処理水の海洋放

出を政府が決めたことに対し、

豊かな海を次世代に引き継ぐた

め、関係者の理解が得られる別

の方法で処理することを求める

オンライン署名を、宮城・福島

両県の県民、及び広く国民へ呼

びかけることとしました。 
東京電力福島第一原子力発電

所アルプス処理水の海洋放出問

題は、安全性の担保、国民的理

解、国際社会への理解醸成、風

評対策が大きな課題として残っ

たままです。漁業への影響はも

とより、地産地消活動、地域経

済への重大な影響が懸念され、

震災復興のために払われてきた

10年の努力が水泡に帰す大きな

懸念があります。 
豊かな海を次世代に引き継ぐ

ためにも、アルプス処理水は海

洋放出によらず、関係者、国民

の理解が得られる別の方法で処

理することを求めています。 
6 月 8 日（火）からオンライ

ン署名サイト「change.org」上

で、賛同を呼びかけています。 
 

 
 
 

 

実施期間 
〇第 1 次集約： 9 月 30 日(木)  
〇第 2 次集約：11 月 30 日(金)    

※以降も継続を予定しています。 

要請内容 

東京電力福島第一原子力発電所のトリ

チウム等を含むアルプス処理水は、海洋

放出を行わず、関係者、国民の理解が得

られる別の方法で処理すること。（後掲） 

要請先 
内閣総理大臣 
経済産業大臣 
東京電力ホールディングス株式会社 

署名 
サイト 

change.org 
https://www.change.org/Save-the-Ocean-fm 
 
 
 

呼びかけ

団体 

みやぎ生協・コープふくしま 
宮城県漁業協同組合 
宮城県生活協同組合連合会 
福島県生活協同組合連合会 

  
 

 

スマホはコチラから 

「アルプス処理水海洋放出に反対する署名」運動にご賛同いただき、署名運動へのご参加ご協力を

お願い申し上げます。なお、この署名運動は主にオンライン署名での参加を呼びかけています。 

ご支援、ご協力をお願いします。 

 



生協は、「平和とよりよき生活のために」をスローガンに掲げています。唯一の被爆国の国民として核兵器廃絶を訴えるとともに、戦争

放棄をうたった憲法 9 条を含めた日本国憲法のよさと大事さを学び、話し合い、多くの人々が平和を守るネットワークへ参加する活動

を広げていきます。 

環境のとりくみ 平和のとりくみ 

集会の様子 ㊧木村緋紗子代表 

Peace パレード出発 

署名を呼びかける参加者 

  
  
●「核廃絶 Peace Wave in みやぎ」開催 

 

2017年 7月 7日国連本部で開

かれた交渉会議で、人類史上初

めて核兵器を違法化する「核兵

器禁止条約」が 122 ヵ国の賛成

で採択され、以降 50 ヵ国が批准

し今年1月22日に発効しました。 
核兵器の「開発・実験・製造・

備蓄・移譲使用・使用するとの

威嚇」などあらゆることを禁止

しており、核兵器廃絶への大き

な期待が寄せられています。2
月 19 日時点で、86 ヵ国が条約

に署名し、54 ヵ国が国内法を整

備して条約を批准しています。 
唯一の戦争被爆国である日本

は、禁止条約が発効した今も反

対を言い続けており、世界から

批判が起きています。日本の参

加は、核兵器廃絶への大きな前

進につながります。 
2017年 3月から活動してきた

「ヒバクシャ国際署名連絡会宮

城」は、1 月 22 日の核兵器禁止

条約発効という記念すべき日に、

メモリアルイベントを行い、約 4
年間の活動を終了しましたが、

核兵器廃絶と被爆者支援を今後

の活動とすることとし、会の名

称を「核兵器廃絶ネットワーク

みやぎ（略称：核廃絶ネット）」

に変更し、日本被団協の『日本

政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める署名』に取り

組むことにしました。 
 
安全保障のためには、核兵器

廃絶が一番です。核兵器禁止条

約の実効性を高めるために日本

政府が主導的な役割を果たすこ

とを求めることを、多くの市民

に広めるため「核廃絶 Peace 
Wave in みやぎ」を開催しまし

た。 
5 月 22 日（土）元鍛冶丁公園

において、雨が心配されるよう

な天候でしたが奇跡的に雨も上

がり、「ミニ集会」を開催し約 50
人が参加しました。 

はじめに、主催者を代表し、

木村緋紗子代表が開会あいさつ

を行い、「被爆者が生きているう

ちに、被爆国日本として恥じる

ことがないよう、禁止条約を批

准し、核なき世界を皆様と共有

できるよう活動していきたい」

と述べました。 
続いて政党からの挨拶があり、

立憲民主党の岡本あき子衆議院

議員のメッセージを佐々木ゆき

え代表理事が代読しました。次

に、日本共産党のふなやま由美

県委員会副委員長から挨拶をい

ただきました。 
核兵器廃絶への決意表明を、

平和友好祭実行委員会の大沼悦

子事務局長、民主青年同盟県委

員会の菊地幹雄委員長が、力強

くスピーチしました。 
集会アピールを採択し、集会

を終了しました。 
引き続き、仙都会館までPeace

パレードを行い、その後、平和

ビル前で 16 人が参加して署名

活動を行いました。55 筆を集約

しました。 
（常務理事 加藤房子） 

核兵器廃絶ネットワークみやぎ 



イラスト入りで署名を呼びかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（生活文化部 昆野加代子） 

  

 

●「こ～ぷの森荒浜」観察体験会 ～仙台市荒浜で海岸林と海洋ごみについて考えてみよう～ 

 「こ～ぷの森荒浜」観察体験

会～仙台市荒浜で海岸林と海洋

ごみについて考えてみよう～を

5 月 22 日（土）に大人 16 人、

子ども 1 人、講師 2 人の参加で

開催しました。 
 午前は講師の話を聞きながら、

2019年にクロマツを700本植え

た「こ～ぷの森荒浜」の木の生

育状況や森の手入れ作業などに

ついて学び、“こ～ぷの森”の活動

や海岸林の役割などについて、

理解を深めました。 
 昼食をはさんで午後は、近く

にある荒浜海岸で、今問題にな

っている海洋ごみの現状を知る

ために、海岸のごみ拾いを体験

し、その後、参加者が集まって、

どんなごみがあったのか、気づ

いた事などを、参加者で共有し

ました。海洋ごみが生物へ悪影

響を及ぼしていること、自分た

ちがどのようにしたらプラスチ

ックごみを減らせるかを考える

良い機会になりました。 
（生活文化部 千葉悠菜） 

 
 

 

● ゲノム編集作物の表示を求める署名活動 

 

昨年末、日本初のゲノム編集

食品「高 GABA トマト」が、商

品流通される前の宣伝として苗

を消費者に無償配布するという

発表がありました。 
輸入されている遺伝子組み換

えナタネは、日本では栽培が禁

止されているにもかかわらず、

輸送中のこぼれ種から自生し、

交雑により遺伝子汚染が確認さ

れています。 
同じことがゲノム編集作物で

も起こり得るのに、ゲノム編集

作物には「安全審査」も「届け

出の義務」もなく、「表示」す

ら行われないとは信じられませ

ん。 
遺伝子組み換え作物もゲノム

編集作物も、外見からは見分け

がつかず、一旦人の手を離れて、

交雑や繁殖で自然界に広がりは

じめれば汚染を元に戻すことは

不可能です。 
何としても止めたい、でも流

通はもう始まってしまう。せめ

て消費者や生産者が選ぶ権利

を！食べる前に、栽培してしま

う前に「ゲノム編集作物」であ

ることを知りうる最後の砦とし

て「表示を求める」ための署名

活動を展開しています。たくさ

んの人に関心をもってもらい、

ご協力をお願いしたいです。未

来の環境が、取り返しがつかな

くなる前に。（理事 辻朗子） 

生協の環境活動は、生協組合員の活動や事業における取り組みを通して、環境負荷の軽減と省エネルギー、省資源、リサイクルなど

の環境保全型社会づくりに貢献していきます。 

環境のとりくみ 環境のとりくみ 

みやぎ生協  

生協あいコープみやぎ  

2019 年に植樹した苗を観察する様子 

海岸のごみを拾

い、調べる親子 



消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城の活動 

「消費税率引き上げをやめさせるネットワーク宮城（略称：消費税ネット）」は 2003 年に設立され、消費税率引き上げに反対する一点
で集まった宮城県内の事業者・消費者の団体・個人のネットワークです。前身は、１９７８年に同じように商業者団体、市民・消費者団
体など多数の幅広い団体が集って結成した「一般消費税を止めさせる宮城県民会議」です。 
会員数は、団体 35、個人 64 です。（2021 年 3 月現在） 

開会挨拶の三戸部尚一代表世話人 

記念講演の様子 

 

●「2021 年度第 19 回総会＆記念講演」 

 

6 月 23 日（水）フォレスト仙

台 2階第 7・10会議室において、

消費税率引き上げをやめさせる

ネットワーク宮城の「2021 年度

第 19 回総会＆記念講演」が開

催され、消費者団体、宮商連、

生協などの関係者、事業者、一

般市民など来場参加が 37 人、

オンライン参加が 19人でした。 
三戸部尚一代表世話人（宮城

県商工団体連合会会長）の開会

挨拶後、大越健治代表世話人（み

やぎ生協専務理事）を議長に、

「第 19 回総会」がすすめられ

ました。野崎和夫事務局長（宮

城県生協連専務理事）から、第

1 号議案の 2020 年度活動報

告・決算承認の件、第 2 号議案

の 2021 年度活動方針・収支予

算決定の件、第 3 号議案の役員

選任の件の提案がありました。

その後、全議案が承認されまし

た。総会アピール（後掲）の提

案を、仙台民商婦人部副部長の

泉田みつ子さんが行い採択され

ました。 

記念講演は講師に東京大学名

誉教授の醍醐聰さんをお迎えし、

『教えてダイゴ先生♪消費税の

疑問にお答えします！Part2』
と題して、オンラインにてご講

演いただきました。 
「コロナ禍が長期化する中で、

困窮世帯の生活支援、休業の補

償に必要な財源を、応能原則に

もとづいて確保することが急務

となっている。NPO 等の食料

支援に長い列ができる一方、富

裕層の高額消費が堅調となって

いるなど、コロナ禍で消費の格

差が広がっている。格差是正、

多くの世帯・個人の生計支援の

ための消費税減税が急務となっ

ている。社会保障のために消費

税増税分が当てられてきた。社

会保障の財源に逆進性のある消

費税を当てることは、税の集め

方・使い方の組み合わせとして

最悪。事業者の中には、仕入れ

段階で負担した消費税を販売の

段階で想定通りに買い手に転嫁

することができず自腹にしたり、

下請け事業者の工賃値切りや従

業員の賃金の削減など、誰が負

担するのかわからない税金にな

っている」と消費税の問題点を

お話されました。 
また、日本の社会保険料負担

の逆進性について、仏・独で、

近年、保険料に代えて租税

（「社会一般税」と呼ばれる富裕

層への増税）が社会保障財源と

して拡充されていること、米で

もバイデン政権が富裕層増税案

を打ち出していることを例にあ

げ、社会保障の財源を国民負担

（窓口負担増や保険料引き上

げ）のみで検討し、増税という

と消費税増税という日本の議論

のおかしさを資料に基づき指摘

されました。法人税の増税と一

定額以上の純資産を保有する富

裕層に、低率の課税をする「富

裕税」の新設をお話されました。 
消費税のもつ基本的な問題点

を学習し、消費税率引き上げ反

対の運動をすすめていくことを

確認できた「総会＆記念講演」

でした。佐久間敬子世話人（仙

台弁護士会・弁護士）が閉会挨

拶を行い終了しました。 
（事務局 加藤房子）

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台 5F  TEL 022(276)5162 FAX 022(276)5160  
URL http://kenren.miyagi.coop/katudou/vat/activity.html 消費税ネット 



私たちは、いつでも、だれでも安心して暮らせる社会をめざしています。私たちは知識と力を合わせ、良質な介護・福祉サービス提供と

健全な事業運営のために、いっそうの研修にはげむとともに、情報を共有し、ネットワークをひろげます。もって子どもから大人まです

べての人の人権が尊重されるまちづくりと、地域住民の福祉向上に資することを NPO 法人介護・福祉サービス非営利団体ネットワーク

みやぎ（略称：介護・福祉ネットみやぎ）の目的としています。会員数は正会員 18 団体、個人正会員 18 人、団体賛助会員 4 団体、個人

賛助会員 64 人です。（2021 年 6 月現在） 

NPO法人 介護・福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎの活動 

オンラインによる記念講演の様子 

内

昭
子
理
事
長
の 

挨
拶 

●「2021 年度総会＆記念講演」 

  

介護・福祉ネットみやぎ「2021
年度総会」が、6 月 17 日（木）

フォレスト仙台フォレストホー

ルにて、正会員 36 人（本人出席

20 人、書面議決による出席 16
人）の出席で開催されました。

内 昭子理事長の開会挨拶の後、

宮城県並びに仙台市からのご祝

辞を紹介しました。 
第 1 号議案から第 4 号議案に

ついて渡辺淳子理事から一括し

て提案を行い、全議案とも賛成

多数で承認されました。議案採

択に引き続き、総会決議（案）

が提案され、出席者全員の拍手

で採択されました。（後掲） 
総会に先立ち、総会記念講演

として『認知症の人と家族が地

域とともに生きる社会に向け

て』と題し、公益社団法人認知

症の人と家族の会代表理事の鈴

木森夫さんよりご講演いただき、

オンライン視聴も含め 100 人以

上が参加しました。 
わが国の認知症高齢者の数は、

2025 年には約 700 万人と 65 
歳以上の高齢者の約 5 人に 1 人

に達することが見込まれていま

す。 今や認知症は誰もがなり得

るものであり、多くの人にとっ

て身近なものとなっています。

認知症の人の意思が尊重され、

認知症の人やその家族が地域の

よい環境で自分らしく暮らし続

けるためには、認知症への社会

の理解を深め、同じ社会の一員

として地域をともに創っていく

ことが求められます。 
講演では、40 年もの長きにわ

たり認知症の人と家族のくらし

の向上のため歩まれてきた歴史

や国への介護保険制度等に関す

る政策提言や社会全体への働き

かけについてお話いただきまし

た。また、電話相談活動を通し

て、ウィズコロナ時代の高齢者

介護の現場で起きている課題に

ついて、高齢者の権利擁護の視

点からご講演いただきました。  
今回の講演を通し、介護者と

要介護者のケアを重視する社会

となることが当事者の尊厳が守

られ、高齢化社会でも安心して

暮らしていけることにつながる

と認識できた貴重な機会となり

ました。 
 

● 新型コロナウイルスワクチンの優先接種体制の構築を求める要望書提出 

 

ワクチン接種が進みつつある

中、優先順位を在宅系社会福祉

サービス従事者に拡大する体制

の構築は急務です。介護・福祉

ネットみやぎでは、介護・福祉

現場の声をお伝えするとともに、

介護・福祉サービス利用者や介

護・福祉従事者の安全と安心に

つながる支援が早急に図られる

よう、『居宅サービス介護従事者、

障がい者福祉サービス従事者、

保育従事者の新型コロナウイル

スワクチンの優先接種体制の構

築を求める要望書』を、6 月 4
日（金）に担当部局を通じて、

宮城県知事及び仙台市長宛に提

出しました。（後掲） 
（事務局長 渡辺淳子） 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45  フォレスト仙台 5F  ＴEL 022-276-5202  FAX 022-276-5205   
E ﾒｰﾙ sn.mkaigonet2@todock.jp  ＵＲＬ http://www.kaigonet-miyagi.jp/index.html 

 

NPO 法人 介護・ 
福祉ネットみやぎ 



採決の様子

●「2021 年度通常総会・総会記念企画」

6 月 19 日（土）仙台弁護士会

館 4 階ホールにおいて「2021 年

度通常総会」が開催されました。

昨年に引き続き、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止の観点か

ら規模を縮小し、感染リスク低減

のため書面中心での総会とし、正

会員 99 人（本人出席 18 人、書

面議決書 61 人、表決委任 20 人）

の参加で開催されました。

司会の男澤拓弁護士より成立

が宣言され、その後、吉岡和弘理

事長から挨拶がありました。議長

には、山田いずみさん(仙台弁護

士会所属)が選出されました。

議案は第 1 号議案：2020 年度

事業報告承認の件、第 2 号議案：

2020 年度決算報告承認の件、第

3 号議案：2021 年度事業計画決

定の件、第 4 号議案：2021 年度

活動予算決定の件、第 5 号議案：

定款の一部変更の件、第 6

号議案：役員選任の件、第 7

号議案：議案決議効力発生

の件について、小野寺友宏

理事から一括して提案を行

いました。続いて、監査報

告が車塚潤さんよりあり、

全議案とも過半数で採択承認さ

れました。

総会終了後、総会記念企画とし

て、適格消費者団体として初めて

の提訴となった㈱防災センター

との差止訴訟判決について鈴木

裕美理事より報告しました。

その後、「オンラインリレー報

告」を行いました。ネットとうほ

く検討委員会青森検討グループ

の花田勝彦弁護士より青森県消

費者協会事例検討委員会の活動

について、3 月 31 日に発刊した

「先端消費者法問題研究第 2 巻」

について中里真理事(福島大学准

教授)が紹介、岩手県消費者団体

連絡協議会事務局長でネットと

うほく理事の磯田朋子さんより

2020 年度の岩手県消費者団体連

絡協議会の主な取り組みについ

て、 (公社)日本消費生活アドバ

イザー・コンサルタント相談員協

会東北支部支部長でネットとう

ほく理事の大西二郎さんから

NACS の活動について報告しま

した。

● 2021 年度「第1回ネットとうほく消費者被害事例ラボ」～コロナの感染流行と消費者問題～

5 月 13 日（木）、2021 年度「第

1 回消費者被害事例ラボ」が開催

され、コロナの感染流行と消費者

問題をテーマ

に、山崎暁彦

福島大学准教

授が解説しま

した。オンラ

インを含む

22 人が参加しました。

新型コロナ感染流行が続いて

いる中、自然災害等発生時の消費

者問題状況と比べ、人の移動や生

活に伴う制限が続き、旅行や結婚

式等の実施が不可能となり、キャ

ンセルをせざるを得ない場合、従

来の自己都合によるもののキャ

ンセルとして判断をするのか等

の問題が発生していると報告し

ました。

その後の意見交換では、旅行の

キャンセルについてどういった

解決が図られるか、震災時と比較

すると、コロナ禍特有の問題、事

情が分かるかもしれない等の意

見が出されました。

（事務局 金野倫子）

認定NPO 法人消費者市民ネットとうほく（略称：ネットとうほく）は、消費者被害の未然・拡大防止及び救済のため、消費者や消費者団体・関係

諸機関・消費者問題専門家等と連携し、各種消費者被害の調査・研究・情報収集、是正申入等の活動によって、消費者全体の利益擁護、消

費者の権利の確立に寄与することを目的に活動している内閣総理大臣認定の適格消費者団体です。

適格消費者団体 認定ＮＰＯ法人消費者市民ネットとうほくの活動

〒981-0933 仙台市青葉区柏木1-2-40 ブライトシティ柏木７０２号室

TEL 022-727-9123 FAX 022-739-7477 E ﾒｰﾙ shiminnet-tohoku@triton.ocn.ne.jp

URL https://www.shiminnet-tohoku.com/

適格消費者団体
認定NPO 法人
消費者市民ネットとうほく



ユニセフ（UNICEF：国際連合児童基金）は、世界の子どもたちの命と健康を守るために活動する国連機関です。 2011 年 4 月 1 日より

「公益財団法人日本ユニセフ協会協定地域組織 宮城県ユニセフ協会」と名称が変更になりました。県内唯一の団体としてユニセフの

広報・啓発・募金・学習支援などを活発に展開しております。（設立：1995 年 会員数：一般・学生 183 人 団体 7） 

環境のとりくみ 宮城県ユニセフ協会の活動 
 

 

 

 

 

 

● ユニセフとＳＤＧｓ～子どもは保護の対象だけでなく重要な変化の担い手～ 

 

ユニセフは、すべての子ども

に公平な機会を提供し、もっと

も取り残されている子どもたち

に焦点をあて、世界の子どもた

ちの権利の実現と健やかな成長

のための活動を行っています。   
ユニセフの活動のすべての分

野は、密接に SDGs と関わって

います。 
SDGs には子どもに関連する

多くの課題があります。SDGs
がめざす世界は『子どもたちに

投資し、すべての子どもが暴力

や搾取から解放される世界』と

されています。子どもは、守ら

れるべき『脆弱な人々』にも含

まれていますが、それだけでは

なく『重要な変化の担い手』と

位置付けられています。 
子どもたちが SDGs について

学び、人権やジェンダー平等、

平和と非暴力、地球市民の考え

方など、持続可能な開発の実現

のために必要な知識を身につけ、

SDGs の実施に主体的に関わっ

ていけるよう、ユニセフはサポ

ートしています。 
（事務局長 大友千佳子） 
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E メール sn.municef_miyagi@todock.coop  ＵＲＬ https://www.unicef-miyagi.gr.jp/ 
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持続可能な世界への第一歩 

SDGs CLUB 

子どもたちが SDGs のことを 

知ったり、課題について学んだりできる 

日本ユニセフ協会のサイトです。 
https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/ 

ひとりで興味のあるページを見たり、調べ

学習に役立てたり、おうちの人やお友だちと

話しながら見ることができます。17 の目標カ

ードの一枚をめくってみると、現状の課題や実

現のための方法がわかりやすく示されていま

す。また、子どもたちの行動宣言を見たり、自

分の行動宣言を投稿することもできます。 

 

©UNICEF_UN0351961_Ochoa 
oa 

ユニセフと世界の子どもたちを知ろう！ 

自分の SDGｓ行動宣言をしよう！ 

＊学校でＳＤＧｓを学ぶための教材があります＊ 

私たちがつくる持続可能な世界 
～ＳＤＧｓをナビにして～ 

 

この教材では、SDGs の 17 の目標にかかわる国内外の

さまざまな課題や取り組みをトピックとして紹介して

います。興味・関心がある課題や取り組み、解決策など

「これからの社会を、持続可能でより良いものとするた

めにはどうしたらよいか」を一緒に考える教材です。 

毎年、全国の中学３年生全員に届けていますが、誰で

も学習ができるように、日本ユニセフ協会のホームペー

ジからダウンロードできます。 

https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/ 

 

夏休みユニセフ教室のご案内 

外国コインの仕分け 
ボランティア体験 

日時／2021 年７月 31 日(土) 

10:00～12:00 

場所／みやぎ生協文化会館 

ウィズ 

※詳しくは、「宮城県ユニセフ協会」の 

ホームページをご覧ください。 



環境のとりくみ 公益財団法人 ＭＥＬＯＮの活動 

一人当たりの二酸化炭素排出量 

（用途別内訳） 

 
 

 

 

 

 

 

● みなさんも「うちエコ診断」を受診して、ぜひ家庭の省エネを！ 

 
 MELON では今年も、「うちエ

コ診断」を実施しています。  
環境省の診断ソフトを活用し、

家庭でのエネルギー使用量や電

気機器の使用実態などをヒアリ

ングして、どこから多くの CO２

を排出しているか診断し、その

人のライフスタイルにあったオ

ーダーメイドの省エネアドバイ

スをするものです。 
 令和 2 年度の実施データによ

ると、宮城県は全国の平均と比

較して、一人当たりの CO２排出

量が 23kg‐CO２/年 多くなって

おり、用途別では「自動車」「暖

房」「給湯」の順で多くなってい

ます。 
 「省エネ」と聞くと、つい「我

慢」と思う人が多いのですが、

ムダを省いて暮らしを豊かにす

る省エネアイデアもたくさんあ

ります。例えば・・・近所への

買い物に自動車を使う代わりに、

景色を見ながら歩くことで、季

節の移り変わりに気づいたり運

動不足解消になったりします。

照明の蛍光灯を間引いたり、暗

めの間接照明に代えることで、

電気代の節約になる上に部屋が

おしゃれな雰囲気に変わったり

します。 

 令和 2 年度『うちエコ診断・

人気対策ランキング』は以下の

通りです。 

第 1 位「冷暖房 1 時間短縮」 

ついつい長時間つけっぱなし

にしてしまいがち。就寝や外出

の 30 分前に止めると光熱費削

減につながります。 

第 2 位「冷暖房設定温度の見直し」 

着るものを変えるなど工夫を

すると効果的です。１℃控えめ

にすると約１割光熱費・CO2 排

出量が減ります。でも無理は禁

物です。 
第 3 位「シャワー1 人 1 分短縮」 

シャワーを 16 分（12ℓ/分）流

すと浴槽１杯（200ℓ）分のお湯

とほぼ同じ量になります。少し

止めるだけでも大きな削減につ

ながります。 
私の家は光熱費使い過ぎ？ど

うやったら光熱費を減らせるの

かもっと知りたい！など気にな

った方は、ぜひうちエコ診断を

受診してください。省エネ・省

CO2 対策のエキスパートである

「うちエコ診断士」が解りやす

く解説いたします。 

ウェブ会議システムを使って

の診断も実施中です。詳しくは、 

「ストップ温暖化センターみや

ぎ」までお問合せください。 

（事務局統括 小林幸司） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

公益財団法人みやぎ･環境とくらし･ネットワーク（Miyagi Environment Life Out-reach Network）ＭＥＬＯＮは、みやぎ生協・JA 宮城中央

会・県漁協・県森連・日専連の県内で活動する協同組合が中心となって設立され、1995 年 12 月に財団法人化し、2012 年 2 月より公益

財団法人に移行しました。ＭＥＬＯＮは、緑と水と食とを通して地球と地球環境保全の活動を行なっています。会員数は個人 432、法人

55 団体、任意団体 9 団体です。合計 496 です。（6/11 現在） 

仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台５F  ＴEL 022-276-5118  FAX 022-219-5713  
E ﾒｰﾙ melon@miyagi.jpn.org  ＵＲＬ   

  

 

ストップ温暖化センターみやぎ 
MELON 事務局内 

＊TEL:022-301-9145  

＊FAX:022-219-5710 

＊e-mail：  
stop_gw@miyagi.jpn.org 

 

▼「うちエコ診断」はコチラまで 

宮城県 

全国ネット 



 

 

主催 宮城県生活協同組合連合会 

リレートーク 
会員生協 

活 動 報 告  

 

宮城県内 16の会員生協組合員が集まり 

私たちのくらしをとりまく様々な問題をテーマとして 

参加者全員で共有し 

広く県民に伝えるために開催しています 

〈テーマ〉 

①東日本大震災から 10年 

②みやぎ子ども食堂ネットワーク 

③核兵器禁止条約発効 

 

コンサート 

〈演奏〉 

仙台チェンバーアンサンブル 
（室内音楽ユニット） 

音楽でみんなを 

笑顔に！！ 

行事予定  

集 会 テーマ（案 ）  

一、消費税負担の軽減、格差社会の是正のため、貧困対策や社会保障の充実を求めます。 

一、復興の実情をふまえた、くらしの再生・再建のための施策の実施を求めます。 

一、すべての原発を廃止し、自然エネルギーを中心としたエネルギー政策への転換を求めます。 

一、福島第一原発のアルプス処理水は、海洋放出を行わず、関係者、国民の理解が得られる 

別の方法で処理することを求めます。 

一、灯油の適正価格と安定供給を求めます。 

一、憲法を守りくらしに生かすこと、核兵器禁止条約に署名・批准することを求めます。 

 

 

コロナ禍の中で 

工夫して行っている 

組合員活動について 

 

プログラム 

2021年9 月29 日（水） 

10：00～12：00 

 

10：00～ 開会・主催者あいさつ  

10：15～ 会員生協の活動報告     

10：25～ リレートーク       

11：10～ コンサート        

11：50～ 集会決議採択      

12：00～ 閉会          

仙台サンプラザホール 
仙台市宮城野区榴岡 5-11-1 

※オンライン配信併用での開催 

 

 


